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Q1.Describe some special characteristics of the data collected and studied by perceptual 
scientists that make them different from the data collected and studied in ost scientific 
disciplines. 
(知覚研究者によって、集められたデータの特性は他の科学的分野の研究内容とちがうか？

いくつかのべよ。) 
 
A.心理物理学に特化した手法は、環境や環境によってどのように反応したかの知覚の知識、

主観的知覚経験によって表現されるようになっている。顕微鏡であれば、器官の構造につ

いての情報が得られ、化学分野の研究室においては化学実験における情報が得られたりす

るが、心理物理学の範囲では、主観的な評価スケール、どのように人が物体と関与してい

るかについての情報が挙げられる。 
 
Q2.Distinguish between empirical knowledge and perceptual knowledge. 
(経験的知識と知覚的知識の違いをのべよ。) 
A.経験的知識とは、一人ひとりの感覚器官の増加や機器を用いて得た限りのないの世界に

ついての情報のデータベースのことを言及しているのに対し、知覚的知識とは、持ち上げ

てようやく重さがわかるような知識、手でさわって得る知識、においや味を知覚して得る

知識、見てわかる知識（遠さ）など、個人で知覚した世界についてのものの知覚について

観察者が得た情報について言及している。 
 
Q3.Distinguish between Class A and Class B observations. 
（クラスＡとクラスＢのちがいを区別しなさい） 
A.クラスＡとクラスＢの観察者の間にある違いは、知覚経験が取り扱える間の、観察者が

どのように未処理のデータを集めるかといった根源的な重要性である。クラスＡの観察者

は、客観的結果として科学的に取り扱うことができる、なぜならそれらは、機械の形式に

よって永久的な対象とする人の得たデータと比較することができるからである。 
 
Q4.What are the basic psychophysical methods for answering questions about whether 
or not an observer has perceptual knowledge about what , i.e.”what is out there”? 
（観察者が外に何があるかについて知覚的知識があるかないか答えさせるようにする心理

物理学的な方法はなんですか？）観察者に、二つかそれ以上の一定数の間のまとまった刺

激を選ばさせる。ランダムに刺激を与える。ここに何があるかがわかる絶対閾と変化に気

がつく弁別閾の間にある観察者のもつ絶対的特性を特定する。等価判断をさせる。（調整法） 
 



 
Q5.What are the basic psychophysical methods for answering questions about whether 
or not an observer has perceptual knowledge about how, i.e.”how to interact with the 
environment”? 
(観察者がどのようにして環境に応じて反応するか、しないか答えさせるようにする心理物

理学的な方法はなんですか？) 
極限の値をあげたり下げたりして刺激を与えて平均値をとる。視力検査などでもよういる。

物理的世界と感覚が異なるとして、感覚尺度を求める。刺激をある一定のタイミングで変

化させながら、その刺激に対する観察者の反応をみて、特定の変化をするポイントをみつ

ける。（極限法） 
 
 
 


